
（別紙３）

～ 2025年　2月　10日

（対象者数） 58 （回答者数） 47

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・研修を受け職員のスキルアップにつなげる

・ミーティングで支援方法の見直し

2 個別支援計画書の共有

3
・ミーティングの頻度を増やす

・家族参加のイベントを開催

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・ペアレントトレーニングの研修を受ける

2
・おたよりに記載

・法人内のグループホームへの慰問の再開

3 利用者の増加数により専門士の増員を検討

外出活動

・視覚的支援

・当たり前のことをほめる

・否定しない声掛け

一人ひとりに寄り添った支援

専門士による発達検査・知能検査の実施

・社会体験活動

・事前約束による失敗経験の回避(成功体験を積む)

職員の共通理解(どの職員が対応しても同じ対応ができる)

家族支援

・クラスミーティングで支援方法の共有

・年1回以上の保護者面談の実施

作業療法士・理学療法士がいない 求人を出していない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニング
・ペアレントトレーニングの研修を受けていない

・保護者の日程調整が難しい

地域(保育園・こども園・幼稚園)との交流

・保護者への共有ができていない

・以前行っていた法人内のグループホームへの慰問が感染症

流行により実施できなかった

2025年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おおすみ児童発達支援センター

○保護者評価実施期間
2025年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


